
府

令

省

令

平成™œ年�月˜日 月曜日 (号外第˜›˜号)官 報

第
五
条
の
見
出
し
を「（
市
場
法
制
企
画
調
整
官
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
市
場
課
に
」
の
下
に
「
、
市
場
法

制
企
画
調
整
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

市
場
法
制
企
画
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
の
う

ち
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
十
三
人
」
を
「
十
四
人
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
、
健
全
性
基
準
室
」
を
削
り
、
同
条
中
第
六
項
及
び
第
七
項
を
削
り
、第
八
項
を
第
六
項
と
し
、

第
九
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
、
保
険
財
務
管
理
官
一
人
」
を
削
り
、
同
条
中
第
五
項
を
削
り
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第

七
項
を
第
六
項
と
し
、
第
八
項
を
第
七
項
と
す
る
。

第
十
条
の
二
の
見
出
し
中
「
証
券
監
督
調
整
官
」
を
「
証
券
監
督
調
整
官
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
証

券
監
督
調
整
官
一
人
」
を
「
並
び
に
証
券
監
督
調
整
官
一
人
及
び
投
資
一
任
業
監
督
管
理
官
一
人
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

投
資
一
任
業
監
督
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
証
券
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
投
資
一
任
契
約
（
金
融
商
品
取
引
法

第
二
条
第
八
項
第
十
二
号
ロ
に
規
定
す
る
契
約
を
い
う
。）に
係
る
業
務
を
行
う
者
の
監
督
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ

い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
統
括
調
査
官
二
人
」
を
「
統
括
調
査
官
三
人
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
二
中
「
第
四
条
第
六
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
中
「
第
八
条
第
十
項
各
号
」
を
「
第
八
条
第
八
項
各
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
中
「
第
八
条
第
十
二
項
各
号
」
を
「
第
八
条
第
十
項
各
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
四
十
二
号

金
融
庁
設
置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
及
び
金
融
庁
組
織
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
を
実

施
す
る
た
め
、
金
融
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

金
融
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

金
融
庁
組
織
規
則
（
平
成
十
年
総
理
府
令
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
情
報
企
画
調
整
官
一
人
」
の
下
に
「
、
管
理
予
算
調
整
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
六
項

を
第
十
七
項
と
し
、
第
十
一
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

管
理
予
算
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
金
融
庁
の
機
構
及
び
定
員
並
び
に
金
融
庁
の
所
掌
に
係
る
経
費
及
び
収
入

の
予
算
並
び
に
会
計
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室
」
を
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室
等
」
に
改
め
、
同
条

第
一
項
中
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室
」
の
下
に
「
及
び
研
究
開
発
室
」
を
、「
二
人
」
の
下
に
「
、
国
会
連
絡
調

整
官
一
人
」
を
加
え
、「
及
び
金
融
行
政
相
談
官
一
人
」
を
「
、
金
融
行
政
相
談
官
一
人
及
び
研
究
官
五
人
」
に
改
め
、

同
条
中
第
七
項
を
第
十
項
と
し
、
第
六
項
を
第
九
項
と
し
、
第
五
項
を
第
八
項
と
し
、
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

国
会
連
絡
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
国
会
と
の
連
絡
に
関
し
、
必
要
な
調
整
そ
の
他
重
要
事
項
の
処
理
に
関
す

る
事
務
に
従
事
す
る
。

第
二
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

研
究
開
発
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

金
融
に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と
。

５

研
究
開
発
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

研
究
官
は
、
命
を
受
け
て
、
特
定
の
課
題
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
従
事
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
研
究
開
発
室
」
を
「
調
査
室
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中「
、
研
究
開
発
室
」を
削
り
、「
、
保

険
企
画
室
及
び
金
融
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度
推
進
室
」
を
「
及
び
保
険
企
画
室
」
に
改
め
、「
、
研
究
官
五
人
」
を
削
り
、

同
条
中
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
二
項
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、

第
十
項
及
び
第
十
一
項
を
削
り
、
第
十
二
項
を
第
八
項
と
し
、
第
十
三
項
を
第
九
項
と
し
、
第
十
四
項
を
削
り
、
同
条

第
十
五
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
四
十
三
号

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
貸
金
業
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

貸
金
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

貸
金
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
大
蔵
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
中
「
公
報
」
の
下
に
「
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
」
を

加
え
る
。附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
四
十
六
号

財
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
六
条
第
六
項
及

び
第
十
七
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
六
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
二
項
並
び
に
財
務
省
組
織
令

（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
八
十
一
条
第
三
項
、
第
八
十
五
条
第
二
項
及
び
第
九
十
五
条
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

財
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
財
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
二
項
第
二
号
中
「
及
び
訴
訟
」
を
削
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
及
び
地
方
連
携
推
進
官
」
を
「
並
び
に
財
務
調
整
官
及
び
地
方
連
携
推
進
官
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
及
び
地
方
連
携
推
進
官
一
人
」
を
「
並
び
に
財
務
調
整
官
及
び
地
方
連
携
推
進
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
十
六
人
」
を
「
十
七
人
」
に
、「
十
一
人
」
を
「
十
二
人
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六

項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

財
務
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
地
方
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
調
整
そ
の
他
専
門
的
事
項

を
処
理
す
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を「（
事
務
管
理
室
及
び
シ
ス
テ
ム
協
力
専
門
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
事
務
管
理
室
」

の
下
に
「
及
び
シ
ス
テ
ム
協
力
専
門
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

シ
ス
テ
ム
協
力
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
総
務
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
税
関
の
電
子
情
報
処
理
組
織
に
係
る
国

際
協
力
に
関
す
る
こ
と
そ
の
他
専
門
的
事
項
を
処
理
す
る
。

第
十
八
条
第
六
項
中
「
二
国
間
の
」
を
削
る
。

第
七
十
九
条
第
一
項
中
「
及
び
分
析
指
導
官
」
を
「
、
分
析
指
導
官
及
び
分
析
調
整
官
」
に
、「
七
人
」
を
「
六
人
」

に
改
め
る
。

™


		2013-06-30T14:45:22+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




